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Ａ．研究目的 
本邦における悪性黒色腫の症例数は欧米と

比較して少なく、まとまった症例数による統
計調査の報告は少ない。また、欧米における
調査結果をスキンタイプの異なる日本人集団
にそのまま当てはめることは、多くの問題が
ある。そこで、日本人の悪性黒色腫の予後に
関わる因子を多数の症例から明らかにするこ
とを目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
日本皮膚悪性腫瘍学会皮膚がん予後統計委

員会で集積した悪性黒色腫の症例をAmerican 
Joint Committee on Cancer (AJCC)第 7 版で
分類し、Kaplan-Meier 法と Cox 回帰分析によ
り、予後に影響を与える因子について検討し
た。 
 
（倫理面への配慮） 
所属機関の医学倫理審査委員会の承認を得

て行った。 
 
Ｃ．研究結果             
 今回の解析には 4594 症例のデータを用い

た。病型は、末端黒子型が 40.4％、表在拡
大型が 20.5％、結節型が 10.0％、粘膜型が
9.5％、悪性黒子型が 8.1％であった。日本
人の悪性黒色腫患者では 27.8％において病
変の厚さが T4b であり、AJCC の 5.1％と比較
して原発病変が厚い傾向があることが分か
った。 
病期別の 5 年疾患特異的生存率は、IA＝

98％、IB＝93.9％、ⅡA＝94.8％、ⅡB＝82.4％、
ⅡC＝71.8％、ⅢA＝75.0％、ⅢB=61.3%, Ⅲ
C=41.7%, and Ⅳ=17.7%であった。高年齢や
結節型、粘膜型は TNM とは独立した予後不良
因子であった。 
また、コホート全体では、病型は予後との

相関はなかったが、病期ⅢAでは末端黒子型
が予後と相関した。 

 
Ｄ．考察               
 非ヒスパニック系白人における末端黒子型
の悪性黒色腫の割合が 1.5％である一方、日
本人では 40.4％にみられ、日本人との悪性黒
色腫の病型や部位(手足に多い)の違いが明ら
かになった。 
また、5 年疾患特異的生存率は欧米の報告

研究要旨（皮膚悪性腫瘍（悪性黒色腫、皮膚悪性リンパ腫）臨床データベース
の現状と将来） 
 欧米とは症例数やスキンタイプなどが異なる日本人における悪性黒色腫患者
の予後因子を検討することを目的に、日本皮膚悪性腫瘍学会皮膚がん予後統計
委員会で集積した悪性黒色腫の 4594 症例を Kaplan-Meier 法と Cox 回帰分析で
検討した。病型は、末端黒子型が 40.4％、表在拡大型が 20.5％、結節型が 10.0
％、粘膜型が 9.5％、悪性黒子型が 8.1％であった。高年齢や結節型、粘膜型は
TNM とは独立した予後不良因子であった。病期別の 5 年疾患特異的生存率は、
IA＝98％、IB＝93.9％、ⅡA＝94.8％、ⅡB＝82.4％、ⅡC＝71.8％、ⅢA＝75.0
％、ⅢB=61.3%, ⅢC=41.7%, and Ⅳ=17.7%であった。また、コホート全体では
病型は予後との相関はなかったが、病期ⅢA では末端黒子型が予後と相関した
。日本人との悪性黒色腫の病型や部位(手足に多い)の違いが明らかになり、今
後も日本人の症例集積と予後調査を継続することが重要と考えられた。 
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と同様の傾向であったが、病期ⅢA では末端
黒子型が予後と相関しており、病型が予後に
何らかの影響を与える可能性が示唆された。 
 
Ｅ．結論 

日本人における悪性黒色腫の病型が、欧
米の報告とは異なっており、日本人の症例集
積と予後調査が重要である。 
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